
公益社団法人　日本糖尿病協会

財産目録
平成30年 3月31日現在

貸借対照表科目 場所・物量等 使用目的等 金 額
（単位:円）

 (流動資産)

普通預金 298,672,031
預金 361,971,865

  三菱東京UFJ銀行 ＴＤＪマラソン運転資金 1,925,269
  (普通)4554164
 みずほ銀行 運転資金 258,882,835

  (普通)616613
 みずほ銀行 運転資金 3,201

  (普通)3055728
 みずほ銀行 賛助会員(個人）運転資金 3,357,748

  (普通)3451437
 みずほ銀行 シンポジウム運転資金 222,531

  (普通)1376527
 三井住友銀行 運転資金 2,138

  (普通)6964195
 みずほ銀行 手帳・ﾉｰﾄｸﾞｯｽﾞ類、交換表、運転資金 34,274,554

  (普通)616656
  三菱東京UFJ銀行 世界糖尿病デー運転資金 3,755
  (普通)4538589
郵便振替 42,996,446
  郵便振替353988 登録医運転資金 2,375,743
  郵便振替15463 友の会会費運転資金 2,048,807
  郵便振替647953 本部会員会費運転資金 5,076,155
  郵便振替767849 食品交換表、治療の手引き運転資金 10,857,769
  郵便振替550770 歯科医師登録医運転資金 5,363,162
  郵便振替282892 義援金運転資金 3,405,065
  郵便振替20981 ＤＭアンサンブル購入運転資金 9,683,860
  郵便振替688644 防災グッズ運転資金 4,185,885
定期預金 20,303,388
 三井住友銀行 運転資金 20,303,388

  (定期)67915031
貯蔵品 切手、図書カード、食品交換表他 1,347,369
前払金 通勤定期代、シンポジウム経費他 2,215,743
立替金 ブルーサークル登録費 386,339
未収入金 広告料、手帳・ノートグッズ類他 35,005,331
前払費用 79,963

 流動資産合計 401,006,610
 (固定資産)
 特定資産 677,221,650

退職給付引当資産 退職給付引当金見合の引当資産 52,616,822

 退職給付引当資産 大和ネクスト銀行 10,801,008
として管理

渋谷/869181
 退職給付引当資産 みずほ銀行/浜松町 41,815,814

(定期)5082129
ｶﾞﾘｸｿﾝ賞基金 公益目的保有財産であり 1,377,712

ガリクソン賞基金として管理

小児糖尿病基金 公益目的保有財産であり 78,821,147
　
　ｶﾞﾘｸｿﾝ賞基金引当預金 みずほ銀行/浜松町

(普通)3071235
1,377,712

小児糖尿病基金として管理
 小児糖尿病基金引当預金 三菱東京UFJ銀行/田町 78,221,147

(普通)2363530
 小児糖尿病基金引当預金 みずほ銀行/浜松町 600,000

(普通)616613
地域振興基金 公益目的保有財産であり 234,828,276

地域振興基金として管理
 地域振興基金引当預金 三菱東京UFJ銀行/田町 205,000,000

(定期)2212281
 地域振興基金引当預金 大和ネクスト銀行 25,028,276

渋谷/869181
 地域振興基金引当預金 みずほ銀行/浜松町 4,800,000

(普通)616613



公益社団法人　日本糖尿病協会
貸借対照表科目 場所・物量等 使用目的等 金 額

（単位:円）

国際糖尿病基金 公益目的保有財産であり 48,808,861
国際糖尿病基金として管理

 国際糖尿病基金引当預金 三菱東京UFJ銀行/田町 9,579,133
(普通)2212281

 国際糖尿病基金引当預金 大和ネクスト銀行 39,229,728
渋谷/869181

立川倶子賞運用資金 公的目的保有財産であり 700,000
立川倶子賞の運用資産として管理

 立川倶子賞運用資金 みずほ銀行/浜松町 700,000

プロジェクトの運用資産として管理

(普通)616613
AASDﾌｯﾄｹｱ運用資金 公益目的保有財産でありフットケア 13,002,196

  AASDﾌｯﾄｹｱ運用資金みずほ銀行/麹町 13,002,196
(普通)1235446

研究運用資金 公益目的保有財産であり 247,066,636
調査研究事業用の運用資産として管理

 研究運用資金 みずほ銀行/浜松町 247,066,636
(普通)616613

 その他固定資産 18,860,869
建物付属設備 (共有財産) 1,395,473

うち公益目的保有財産75％
うち管理目的保有財産25％

器具備品 (共有財産) 60,098
うち公益目的保有財産75％
うち管理目的保有財産25％

リース資産 (共有財産) 2,080,340

ソフトウェア (共有財産) 6,300

うち公益目的保有財産75％
うち管理目的保有財産25％

うち公益目的保有財産75％
うち管理目的保有財産25％

電話加入権 (共有財産) 315,768
うち公益目的保有財産90％
うち公益目的保有財産10％

敷金 麹町セントラルビル敷金 14,763,000
(共有財産)
うち公益目的保有財産75％

 固定資産合計 696,082,519
     資産合計 1,097,089,129

うち管理目的保有財産25％
長期前払費用 239,890

 (流動負債)
未払金 未払補助金他 1,093,201
未払費用 さかえ発送料他 28,269,012
前受金 調査研究、本部会員会費他 206,006,620
預り金 源泉所得税、雇用保険料 684,299
 雇用保険 △ 17,093

  住民税 300,300

リース債務 600,048
　源泉所得税 401,092

未払消費税等 8,005,400
 流動負債合計 244,658,580

 (固定負債)
長期リース債務 1,800,144
退職給付引当金 公益目的事業および管理目的の業務に 52,616,822

従事する職員の退職給付金の引当金である

 固定負債合計 54,416,966
     負債合計 299,075,546
     正味財産 798,013,583


	「糖尿病食事療法のための食品交換表」、「糖尿病食事療法のための食品交換表活用編」、「糖尿病性腎症の食品交換表」、「糖尿病治療の手びき」を発行した。
	1－3 全国糖尿病週間の実施
	1－8 新しい糖尿病運動療法ブルーエクササイズの普及
	ブルーサークルを用いた新しい糖尿病運動療法ブルーエクササイズについて検討した。
	日本糖尿病協会登録医・療養指導医制度並びに歯科医師登録医制度を推進し、専門医とかかりつけ医、歯科医師との連携強化を図った。登録医：1,613人、療養指導医：2,711人、歯科医師登録医：3289人となった。
	登録医・療養指導医、歯科医師登録医の学習機会提供のため、eラーニングによる教育システムを構築した。
	1－15 日糖協CDEネットワークの運営
	糖尿病チーム医療を支援するため、地域糖尿病療養指導士（CDEL）養成団体38団体に対し、計28,000,000円の補助金を支出したほか、規約・認定試験問題、教育資材の提供を通じて活動活性化と養成団体の新規設立を支援した。2団体が新たに設立され、団体数は53団体、認定者数は21,693人となった。
	第5回日本糖尿病療養指導学術集会でCDEL団体の情報交換会を行った。
	「糖尿病カンバセーション・マップTM」を使用して療養指導を行うスタッフを育成するためのトレーニングを全国11か所で実施し、260人の医療スタッフが参加した。平成22年からの累計受講者数は1,968人となった。日本イーライリリー株式会社の協力を得た。
	1－17　糖尿病療養指導カードシステム®を活用した療養指導の普及
	4－3 AASD
	・運営助成金を支出するとともに、事務局業務を支援した。
	・9th AASD Scientific Meeting（5月19-20日・名古屋）の開催を支援した。
	・AASDが実施するアジア地域のフットケア・栄養プロジェクトへの協力を行い、国内で実施したプロジェクト会議（5月21日、2018年2月24-25日）の運営を支援した。
	日本糖尿病療養指導士認定機構と糖尿病療養指導学術集会の共催等で連携した。
	各地で組織されている「地域糖尿病療養指導士」養成団体と連携し、CDEネットワークによる地域のCDEの育成協力と活動支援を行った。
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